
【講演記録】

いま、上海ではたらく

─愛大で学んだこと─

名鉄観光サービス株式会社 愛知大学現代中国学部卒業生 野口 晃太郎
（2018年 7月 1日、岡崎市図書館交流プラザ Libraホール）

皆さま、本日はお忙しい中、お時間を割

き、この場に足を運んでいただきありがと

うございます。

今、この会場を見渡してみると、人生の大

先輩の方々ばかりです。若輩者の私が皆さ

まに伝えられることをお話しできたらと思

っております。では、よろしくお願いいたし

ます。

今日は、上海で仕事をした中で感じこと

や、そこに生かされた愛知大学で学んだこ

とについてお話しさせていただきます。

まずは、私が一体どういう人間なのかと

いうことを知っていただきたいと思います。

1986 年生まれ、昭和でいえば 61 年、とら年

です。愛知県の津島市が出身地で、今は名古

屋市に住んでいます。趣味というか、特技と

いうか、そういうものが 2 つあります。そ

れは今日の話にも大きく関係するのですけ

ど、一つは中国語です。20 歳の時に出会い、

それから 10 年余り勉強しています。今も

NHK のラジオなどを聞いて中国語の力を

落とさないように頑張っています。もう一

つは剣道です。剣道は、中学校からやってい

るので大体 20 年になります。現在は、勤め

先のグループに入って週に 1 回、水曜日に

枇杷島にあるスポーツセンターで 2 時間ほ

ど稽古して汗を流しています。

余談になりますが、この中国語と剣道と

いうのが、私の中ではいい具合に合ってい

るのです。剣道はオリンピック種目ではな
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いのですが、3 年に 1 回、世界大会が開かれ

ています。ちょうど今年は開催年でして、韓

国で大会があります。ここ 10 年で中国の剣

道のレベルというのは急速に上がってきま

した。私は学生時代に北京に 1 年ほど留学

したのですが、当時の中国の剣道のレベル

はそれほどでもなくて、私でも教えること

ができました。そこで、中国語を教えてもら

う代わりに、私が剣道を教えるということ

をやっていました。ルームメイトは中国の

方でしたし、私の中国留学は剣道と一緒に

あったというもので、そのことは個人的に

とても良かったと思っています。

 今、私は結婚して生後６カ月の赤ちゃん

がいますので、剣道、中国語、仕事、子育て

に日々奮闘しているところです。

 さて、本題に入っていきましょう。私は名

鉄観光サービス株式会社というところに勤

務しているのですが、「名鉄観光」と聞くと

多くの方は「旅行」のイメージしか浮かばな

いのではないでしょうか。名鉄観光サービ

スといっているくらいですから、「旅行」の

会社であることはたしかなのですが、実は

「旅行」とは別に「貨物」を扱う部門もあり、

私はそこにいます。ですから、名鉄観光サー

ビスの社員といっても、私は旅行業のこと

はまったく分かりません。では、何をしてい

るのかというと、貿易です。輸入とか輸出と

か、そういう業務です。

 例えば、外国から貨物が来ました。それを

国内に流通させるためには税関を通さない

といけない。その手続きを通関といいます。

名鉄観光サービスという会社は通関代理店

でもあって、そういった手続きもしている

のです。ほかに輸送があります。海外から日

本に来た荷物を、また海外へ送るのです。海

上の輸送であったり、航空での輸送であっ

たり、そういう貿易関係の業務全般を請け

負っております。

 私は入社してから 4 年間、中部国際空港

セントレアで働いていました。セントレア

は航空貨物の輸入業務の現場です。そこで

税関の手続きをしていたのですが、具体的

に何をやるのかといいますと、貨物がセン

トレアに届くと、その貨物について詳細に

書かれた書類を税関に提出して検査を受け

るのです。場合によっては、税関から貨物の

開封を求められます。そうしてチェックを

受けて書類と貨物が一致していれば輸入が

できるわけです。けれども、海外から来る貨

物というのは、開けてみると書類と違うも

のが入っていたりすることもあるのです。

そうなると、申告外物品となります。申告し

た内容と違うではないかということで、税

関のおとがめを受けますし、輸入者に確認

して申告し直さないといけなくなります。

 その後、今日のメーンのテーマですが、2
年間、上海に駐在しました。そこでは貿易業

務の現場から離れて日本と中国との間をつ

なぐオペレーター業務をしていました。日

本から来る問い合わせを、中国語にして中

国側に投げるのです。もちろん、中国側から

問い合わせがあったら、日本語にして日本

へ投げます。日本と中国は、考え方が違い、

ただ翻訳するだけでは伝わらないことがよ

くあるので、それぞれの考え方をきちんと

理解した上で進めないといけません。そう

したバランスを保ちながら中国に駐在する

日本人としてオペレーターを 2 年間務め、

2016 年 6 月に帰国しました。

 帰ってきてからは、名古屋伏見の弊社の

オフィスの所属になり、今は営業をしてい

ます。

 上海で働くというテーマの前に私が愛知

大学で学んだことについてまとめておきた

いと思います。

 愛知大学では、まず、「中国という国は何

ぞや」ということを学びました。

 正直いいまして、私は高校生の頃、中国に

対する興味や関心はまるでありませんでし
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た。中国とは何かと尋ねられても、パンダか

ラーメンぐらいしか浮かびませんでした。

それに、私にとって愛知大学は第一志望の

学校ではなかったのです。そんな状態で始

まった学生生活ですが、1 年生の時にいろい

ろな講義を受ける中で面白いと思うように

なり、そこからどんどん中国にはまってい

きました。中国の文化だったり、文学だった

り、歴史、法律、経済、それに太極拳までや

るという最高の環境の中で第一志望でなか

ったからといってふてくされている場合で

はないとも思いました。中国について学ん

でみたら、中国というのはとても面白い。愛

知大学に入ってよかったと結果的に思うよ

うになりました。

 特に印象が強かったのが、高橋五郎先生

の中国農業経済論の講義でした。中国に興

味はなくても、中国は経済発展していると

か、ものすごい金持ちもいれば、ひどく貧し

い人もいるということはニュースや新聞で

なんとなく見知っていました。高橋先生の

講義は、そうした貧富の差について、金持ち

の都市の人々と貧困に喘ぐ内陸部の人々と

の間の大きな差はどうしてあるのだろうか

ということをひもとくものでした。中国で

は、生まれた瞬間に戸籍によって格差が生

じるということを、この講義で知りました。

都市で生まれた人は都市の戸籍、農村で生

まれた人は農村の戸籍になるのですが、農

村の戸籍の人が都市に出てきて、都市の戸

籍の人と同じ仕事をしても、給料は都市の

戸籍の人の方が高いのだそうです。それで

も、農村で働くよりは都市の方がお金をも

らえるので仕方なく働きに出てくる。です

から、農村の戸籍の人がどれほど頑張って

も、都市の戸籍の人には勝てないという現

実があるのです。さらに、農村の中でも格差

があり、それは中国の第 2 の経済格差であ

るというようなことを勉強していくと、自

然と中国に対する興味がどんどん湧いてき

ました。こういう中国についての知識とい

うのが愛大で学んだことの一つです。

 二つ目は、中国語です。これは上海駐在で

大いに役に立ちました。愛大のカリキュラ

ムというのは、2 年生の時に中国で行われる

現地プログラムというのがあり、有名な周

恩来首相ゆかりの学校である天津の南開大

学に留学することになっています。これは

全員参加です。このことを私は入学してか

ら知ったのですが、日本の大学に入ったの

に中国に行かないと単位が取れないことに

とても驚かされました。決して嫌々という

わけではなく、初めての海外旅行が天津南

開大学での長期滞在型になったくらいの感

覚で行きました。ぜひやりたいというわけ

ではなかったのですが、講義は中国語です

し、周りも中国人しかいませんから、中国語

をやらざるを得ない状況でした。ここは中

国だし、中国をやるしかない。そのような 4
カ月で少しは中国語が話せるようになりま

した。「你好！」とか「谢谢」は当たり前で

すが、例えば「これください」なら「我要这

个」というのですが、そういった生活で使う

表現が自然と出てくるようになったのです。

これで旅行ぐらいなら大丈夫と思いながら

帰国しました。

 それから、3 年生の時に現地調査に参加し

ました。これは現地プログラムのような全

員参加ではなく、希望者だけで行うのです

が、私はなぜか手を挙げてしまい浙江省の

杭州に行って 3 週間のフィールドワークを

しました。先ほどお話したように、農村の格

差について興味を抱いていたので、農村班

に参加して聞き込みをしたり、アンケート

をとったりして生の声を聞いて、その成果

を報告しました。これについて 7,000 字く

らいの文章を書き、それが製本されて愛大

の図書館に入っているので、よろしければ

読んでみてください。

 4 年生になった時、周りが就職活動をする
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中で私は何を血迷ったのか交換留学に行き

ました。交換留学なら費用が必要ないから

と親を説得し、選考試験を通って北京語言

大学というところに 1 年間留学しました。

1 年生の時は 4 カ月、3 年生の時は 3 週間、

そして 1 年間留学して自分の中でもだんだ

ん中国語に自信がついてくると、愛大に入

ってよかったと心から思うようになりまし

た。私は、英語はまったくできませんが、愛

知大学で学んだ中国語だけでやってきてい

ます。

 愛知大学で学んだことの三つ目として、

教員免許を取得したことがあります。高等

学校の社会科と中学校の社会科です。愛知

大学という学校は、専門以外のさまざまな

科目を学ぶことができるのです。私は現代

中国学部でしたが、社会科の教員免許も取

って楽しい大学生活を送ることができまし

た。

 もっとも 5 年かかってしまったことは、

親に申し訳ないと思っています。

 私は愛大で学んだ三つのことをベースに

して名鉄観光サービスに入り、上海で働い

てきたのです。

 仕事で行った中国というのは、留学の時

とはまったく別の世界でした。

 まず、日本人だからといって容赦してく

れるようなことはありませんでした。中国

語や英語で、電話やメールの連絡が入りま

す。私が日本人だからといって、中国語や英

語をゆっくり話してくれることはないです

し、日本語ができる中国人だからといって

日本語を使ってくれるわけでもありません。

ネイティブのスピードに戸惑い、理解でき

ないままで半年が過ぎました。その時は、後

ほどメールで送ってくださいと中国語でお

願いし、必死になって辞書を引きながらメ

ールの文章を解読していました。

 中国人との仕事の付き合いで感じたこと

に、彼らは仕事に対してとても真面目です

けど残業はしないということがあります。

これはとても印象的でした。

 日本人は、よくいえば責任感が強い。どれ

だけ夜遅くなろうが何とか仕事をやり終え

ようとする。損得とは関係のないまるでボ

ランティアのような精神が仕事に対してあ

ると思います。

 ところが、中国人というのは、例えば定時

が 6 時だとすれば、5 時 59 分までは真剣に

仕事をするのですけど、6 時になった瞬間に

帰ってしまうのです。その辺りの時間の感

覚が日本と中国とでは違う。私の印象では、

彼らは仕事をダラダラするということがあ

りません。そこは格好よいと思いました。6
時までは決して手を抜かずにやります。「ノ

ー残業デイ」だとか、「働き方改革」だとか、

そんなことは中国ではすでに達成されてい

ました。

 もう一つ、中国の人というのは、利益に対

して非常に敏感です。留学の時はお金の話

はなかったのでよかったのですが、仕事と

なると当然ですがお金が関わってきます。

お金の話になるとシビアで、時にはバトル

が始まります。そういう時はかなり強い感

じで迫ってきますから、こちらは耐えしの

ぐような感じになりました。そういうとこ

ろは、とても大変でした。

 後は、話が 180 度変わってしまうことが

中国にはよくあると感じました。例えば、あ

る日、中国側が、

「A です」

 といってきたので、私は日本にそのまま

伝えました。すると、次の日に中国側は、

「B でした」

 といってきたのです。私が日本に「中国側

は B でしたといっている」と伝えると、当

然、日本の方は混乱しました。

「昨日は A といっていたではないか。いま

さら B といわれても、こちらは A としてす

でに動いている」
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 中国側に理由を問いただすと、こういっ

てきました。

「B に変わったからからだ」

 この一言だけで終わりです。初めてこの

ようになった時は衝撃を受けましたし、こ

うしたことで何回も日本の方からお叱りを

受けました。けれども、中国の人は別にうそ

をついているわけではありません。本当に

状況が変化したので、A から B にしただけ

なのです。それを、何も考えずに「A だから

A」、「B だから B」、とそのまま伝えている

私が悪かったのです。中国の人は、あいまい

ないい方はせずに断定的なのが基本姿勢で

すから、「A です」としかいわないわけです。

だったら、間に立つ私が断言口調を止めて、

「もしかして変わるかもしれないのですけ

ど、今のところは A です」

 と日本に伝えれば問題にならずに済むの

かもしれないのです。

 上海に駐在している中に、そういうこと

をするのが、私が存在している意味なので

はないかと考えるようになりました。日本

人の感覚と中国人の感覚を考慮して、両者

の間をつなぐのです。「A だから A」という

のではなくて、「A かもしれないし、B かも

しれない」、さらには「C が出てくるかもし

れない」と私自身がきちんと考えながら伝

えるということがポイントなのではないか

と思って働くようにしました。

 先ほどもいいましたが、中国の人はお金

に対してはとてもシビアです。日本人のボ

ランティア精神のようなものを求めてはだ

めだと思っていました。それに、日本人は中

国人の頑張りというか、強気な様というか、

そういう姿勢に一歩引いてしまいがちです。

私たちの方も、もっと強く主張していけば

いいのかなと感じながら仕事をしていまし

た。やはり、「郷に入れば郷に従え」です。

頭では分かっていましたが、現地に入って

みると、それがすべてなのだとあらためて

思いました。中国に駐在するなら、まずは現

地の方々とよい関係を築かなければ何も始

まりません。中国人を批判的に捉える人も

いると思いますが、実際の彼らは真面目で

す。むやみやたらに間違ったことをいうわ

けはありません。それを断片的に切り取っ

て批判するのは勝手なのですけど、仕事を

する上では、そのように見えることもシェ

アしないと進まないのではないかと思いま

す。同じアジアといっても考え方はまった

く違います。中国の人には彼らなりの考え

方があります。それを私たちが受け入れて

こそ初めてビジネスができるのではないで

しょうか。駐在員というのは、そこをうまく

やるのが大事な仕事であり、そしてそれが

すべてなのだともいえます。

 このような上海駐在の 2 年間はあっとい

う間に過ぎてしまいました。今思い返すと、

仕事も、中国語も、それから剣道も、飲み会

も、もっと積極的にできたのではないかと

思っています。貪欲すぎるぐらいやって、よ

うやく中国の人たちの強い姿勢に追いつけ

るのです。上海で見たビジネスで成功して

いる人は、やりたいように、どんどん積極的

に行動していました。

 私は上海でも剣道を続けていました。現

地の剣道愛好会に入って、稽古が終わった

後には「第二道場」と呼ぶ飲み会があるので

すけど、そこで出会える日本の方々という

のは、私のような平社員もいれば、学生もい

るし、管理職やかなり上の世代の方もいら

っしゃいました。そこでは、日本国内では絶

対に会うことができないようなクラスの

方々と直接交流することができ、自分の視

野がとても広がりました。お酒の席という

のは、ただビールを飲むだけではなくて、そ

ういった勉強にもなるものなのです。だか

ら、これからは何事も積極的に取り組んで

いこうと思っています。

 最後に、これからの中国に関わるビジネ
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スについてお話ししておきたいことがあり

ます。

 中国はもはや先進国といっても過言では

ないと個人的には思っています。昔は世界

の工場でした。それは、中国で物を作って、

それを海外へ輸出するという時代でした。

しかし、現在は、そうした工場の時代から変

化してきています。

 私が携わっている貿易では、日本に物を

輸入するには消費税のほかに関税というも

のが課せられるのですけど、発展途上国か

ら日本に輸入する際には、その国を発展さ

せるために関税が限りなくゼロになるとい

うことになっています。そうすると、その発

展途上国から日本への輸出がどんどん増え

ていくのです。反対に、先進国から日本に物

を入れる時には、関税を上げて日本国内の

産業を守ろうとしています。中国は、一昔前

までは関税がほとんど課せられなかった国

でした。しかし、最近は中国から来る貨物に

対して関税がどんどん高くなってきていて、

もう先進国と同じ扱いになってきました。

 そのような状況で、中国はこれからどの

ようしていくのかということが問題になっ

ているのですが、内陸部にビジネスマーケ

ットがたくさんあるので、中国の国内で物

を作って、そのまま中国西部の内陸で販売

していこうという傾向があるようです。そ

うはいっても、中国の製造業なしでは世界

は成り立っていかないので、しばらくは中

国で物を作るという時代が続くと思います。

 長期的には、今後は中国だけではなく、東

南アジア、ASEAN の方も視野に入れていく

時代ではないかと思います。最近のユニク

ロのタグを見ると「made in China」だけでは

ありません。「made in Bangladesh」、「made in 
Vietnam」、「made in Myanmar」が増えている

はずです。そうした国々から日本に物を入

れる時の関税はゼロに近いですから、中国

から入れるよりも安価になるのです。そう

いったことで、多くの製造業の工場は南下

する傾向にあります。ただ、そうした国々は

まだインフラが整備されていないので、中

国での製造を行いつつ、東南アジアでも事

業を立ち上げているような状態です。

 私はセントレアの現場、上海でのオペレ

ーター、名古屋での営業をしてきましたが、

まだ入社 8 年目の若造です。今、そんな私

にしかできない仕事があると思っています。

職場の先輩で中国に 2 年間駐在していた方

はいないですから、そうした経験があるか

らこそできる仕事があるに違いないと思っ

て、日々の業務に取り組んでいます。

 今日はご静聴ありがとうございました。

質疑応答 

質問：日本人のあなたが中国に駐在されて、

郷に入っては郷に従えと感じたとのことで

すが、反対の立場で、中国人が日本に駐在し

た時、彼らは郷に入って郷に従えとなるで

しょうか。

野口：私の感覚では、従っていない方が多い

と思います。例えば、ゴミについてです。中

国では、道を歩いていても、ゴミをその辺に

捨てるような光景を目にすることがありま

す。彼らは、それを、日本に来てもやってし

まうのです。

 ビジネスでも、こちらに合わせることは

ありません。それは郷に従う、従わない以前

の問題です。中国の人は利益をどこまでも

追求しますから、そうするのが仕事のやり

方なのです。

質問：愛知大学の卒業生です。あなたのよう

な優秀な後輩が育っていてうれしいです。

 何十年も前になりますが、私は中国と貿

易をしたことがあります。日本の工場が難

しいと断ってくるような発注をしても、中

国の工場は受けてくれました。しかし、納期

136

同文書院記念報　Vol. 27（2019.03.31）



間際になって発注通りには作ることができ

ないと一方的に変更してきたり、届いてみ

ると色が違っていたりといろいろありまし

た。途中で相談なり、いい訳なり、確認なり

があればよいのですけど、それが少なかっ

たです。今はどうなのでしょうか。変わりま

したか。

野口：変わっていません。例えば、生産ロッ

ト数が 1,000 個だったものが、突如、2,000
個になっているということがあります。め

ちゃくちゃなことだと思うのですが、そう

いうことが実際にあります。運ぶ時にも、貨

物を船で動かすか、飛行機で動かすか、そう

いうことでもトラブルが起きます。そうい

うところは私たちの仕事の中で一番苦労す

るところなのですが、日本側から現地側に

何回も連絡を取って、限りなく問題がない

状態にしていくしかありません。
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